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現在の情報化社会では、半導体集積回路が広

く用いられているが、微細加工技術の発展に伴

う消費電力の増大が問題となっている。そこで、

半導体に代わる技術として超伝導回路が注目

されている。我々は、その超伝導回路の中でも

断熱量子磁束パラメトロン (AQFP: Adiabatic 

Quantum Flux Parametron) 回路の研究を行って

いる。AQFP 回路は消費電力が半導体集積回路

よりも 6 桁低いという低消費電力性を特徴と

している[1]。 

AQFP 回路は微小電流で動作する回路であ

り、ゲート間の配線長が大きくなると入力電流

が小さくなり、熱雑音による誤りが生じる可能

性がある。そこで、ゲート間配線を考慮した

AQFP 回路のビット誤り率 (BER) の評価を行

い、ゲート間の入力電流の最小値を求めること

を目的とした。 

Josephson 接合の臨界電流値 Icを大きくする

と消費エネルギーは増加するが、その接合から

流れる電流も増加し、配線長をより長く出来る

と予想される。そのときの BER 評価を行ない、

その結果からBERが 10-23以下となる配線長を

求めた。 

Fig. 1のシミュレーション回路において、①

配線長 L0の直前の buffer の接合の Icが変化、

②L0の直後の bufferの接合の Icが変化、③全て

の bufferの接合の Icが変化したときのの BER 

 

 

 

評価を行なった。Table. 1 に結果を示す。Icの

大きい buffer から次段へ接続する配線長は長

くできる一方で、Icの大きい bufferへ接続する

配線長は制限されることが分かった。 
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Table 1. Maximum interconnection length in 

buffer chains with BER less that 10-23. 

Fig. 1 9-stage buffer chain 

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)8a-Z24-8 

© 2020年 応用物理学会 10-018 11.5


